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令和元年度 第２回向日市社会教育委員の会議  

日  時 令和元年７月 26 日（金）午前 10 時～同 11 時 

場  所 図書館 研修室 

出席委員 永井委員、髙畑委員、中本委員、安田委員 

欠席委員 
植田委員、梅田委員、河村委員、竹林委員、築山委員、平野委員、横田委員、 

吉岡委員 

事 務 局 小賀野教育部長、鹿島生涯学習課長、小畑生涯学習課担当課長 

内  容 

１ 令和元年度社会教育関係団体に対する補助金の交付について 

２ 令和元年度乙訓社会教育委員等連絡協議会総会参加報告について 

３ 令和元年度京都府社会教育委員連絡協議会総会参加報告について 

４ その他事項 
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【開会】 

○開会挨拶 

 

○挨  拶 

 

○議題１ 令和元年度社会教育関係団体に対する補助金の交付について 

 

―社会教育関係団体に対する補助金交付・計画について説明― 

 

  社会教育関係団体に対する補助金交付・計画について 

   ・向日市立小・中学校ＰＴＡ補助金（９団体） 

   ・向日市少年補導委員会補助金（８支部） 

   ・向日市青少年健全育成連絡協議会補助金（２４団体） 

   ・物集女青少年健全育成会議補助金 

   ・向日市子ども会育成連絡協議会（３０子ども会） 

   ・公益財団法人向日市スポーツ文化協会補助金 

   ・向日市少年スポーツ団体補助金 

  ・ひまわりカップ体操競技大会実行委員会 

 

 以上の内容について意見交換を求める。 

 

 増減のあるところの理由を教えてほしい。 

 

 スポーツ文化協会の昨年度の金額が去年よりも今年の方が下がっている点につい

て、スポーツ文化協会で収益が上がる見込みであったのでこの予算となった。 
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そういったこともあるが、昨年度スポーツ文化協会が発足 60 周年を迎え、その為

の補助金を昨年度限り支出している。その分が令和元年度はなくなったので昨年度

よりも少なくなっている。 

 

 収益が上がる、というのは参加者が増えるということなのか。どういう理由で収

益が上がることになるのか。 

 

 稼働率もあるが、トレーニング室・プールなどの利用が増える見込みとなってい

る。 

 

 スポーツ文化協会は相変わらずスポーツシフトである。文化はものつくり体験１

つしかない。どうしたらもう少し文化の方にシフトするのか、という感想を持った。 

 

 地域で子どもたちが育っていくような何かがあればいいと思っている。スポーツ

文化協会が中心になってがんばってもらいたい。図書館や資料館、天文館といった

社会教育施設も中学生や小学生に向けた平日や土日に向けての取組も充実していけ

ばいいと思う。勝山中学校の今年の１年生は体育会系よりも文化系の部活の入部者

が増えていた。しかし、中学校の文化系の部活は吹奏楽部、理科部、美術部しかな

い。吹奏楽は専門的で体育会系でもあるので、美術部にたくさんの入部があると聞

いた。文化的なことも子どもたちが求めている。そういったことも社会教育施設の

中で取り組むことができればいいと思っている。 

 

 理事会の中でもそのような話が出ており、理事長も文化的なことに取り組んでい

きたいとおっしゃっている。昨年は 60 周年ということもあり、青連協で行われるふ

れあいコンサートをスポーツ文化協会とタイアップして市民体育館で行った。市の

方では生涯学習課や広聴協働課で行っているが、今後どのように上手にタイアップ

していけるのかどうか考えており、今後増えていくのではと思っている。 

 

 スポーツ文化協会の各種スポーツ教室やものつくり体験教室があるが、子どもの

きっかけや集団をつくることになり大事である。文化的な協会でもあるので将棋や

碁など最近話題性に富んで興味がありそうなものを大々的にスポーツ文化協会が行

うのはどうか。将棋や碁をゲームでやっている子どもがいるので、実際に対面して

行う教室を要望したい。 

 

 今のご意見はスポーツ文化協会にお伝えする。中央公民館事業で昨年から夏休み

に１日限りの子ども将棋教室を開催し、好評であったので今年の夏休みも実施する。

今後、体育館で大会というと大変かもしれないが、そういったこともしてはどうか

という意見が出ていることはお伝えしたい。 

 

 大人だとコミュニティセンターがあり、様々な自主的な活動があるが、子ども版

として、長期休暇の間だけでもいくつか開くことができたらいいと思う。もう一つ

スポーツに関して言えば、オリンピック・パラリンピックがあるのでボッチャや車
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椅子バレーなどの障がい者スポーツの体験会や見学など、今までとは違ったことを

考えていかれたらどうか。 

 

 自分の子どもの時は小学校に将棋クラブがあり、競技もしていた。中学校には文

系は理科部もなく、吹奏楽部か美術部しかなかった。学校が難しいのであれば地域

や市でできる環境があればいいと思う。中学校の時に障がい者スポーツを体験した

ことがある。当時はバリアフリーがなかったのでそのことによって、来ていただく

だけでも大変であることなど、気づきがあった。そういったことも取り入れること

ができたら、と思う。 

 

 障がい者スポーツの支援に関しての現状だが、障がい者支援課が所管で以前担当

していた。障がい者の日実行委員会という障がい者の団体があり、生涯学習課とス

ポーツ文化協会も委員として参加している。スポーツ大会が年１回あり体育館で開

催している。パン食い競争があったり、たくさんの方にご参加いただいている。卓

球バレーは人気で、スポーツ推進員も実際に卓球バレーを研修で学んでおり、こう

いったことで普及していっていると思う。 

 

 少年補導委員会の活動について、少年の非行の質が変わってきていると思うが、

事業の中でどのように変化してきているのか。研修会を受けておられると思うが、

非行防止の為のパトロール、補導活動など実際どのように変わってきているのか教

えていただきたい。 

 

 警察からインターネットを使った犯罪や大麻の犯罪など、現在多い事件の情報提

供を受けている。支部長へ伝え委員に伝えていただいている。他市は研修会を定期

的に開いて対策を考えるなどしているところもあるようだ。本市の場合は、向日市

まつりの際の啓発活動を行っており、その際に普段来られない委員にお伝えしてい

る。今何が起こっているのか引き続き周知を図っていく。 

 

 子どもたちも世の中の動きとともに変わっていっているのかな、と思う。 

 

 例えばだが、中学校で１学期に外部講師を招いた非行防止教室と薬物乱用防止教

室、交通安全教室、スマホ・ケータイ教室がある。警察ＯＢが来られて今起こって

いることと何に気をつけたらいいのかがわかるようにお話しいただいているので少

年補導委員会もそのようなものに参加されてはどうか。 

 

 

○議題２ 令和元年度乙訓社会教育委員等連絡協議会総会・研修会参加報告につい

て 

 

―参加した感想・意見の交流― 

 

 

○議題３ 令和元年度京都府社会教育委員連絡協議会総会参加報告について 
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―参加した感想・意見の交流― 

 

 

○議題４ その他事項 

 

・令和元年度社会教育・生涯学習・公民館等指導者研修会の参加報告について 

 

・今後の予定について 

 

―全国社会教育研究大会（近畿地区社会教育研究大会を兼ねる） 

及び第３回会議の開催について説明― 

 

 

【閉会】 

 

 

 

 


